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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 98,788 8.1 6,287 18.7 6,812 8.3 4,746 1.7

30年3月期第3四半期 91,426 △3.1 5,294 △31.6 6,288 △29.1 4,665 △20.9

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　4,535百万円 （△21.7％） 30年3月期第3四半期　　5,789百万円 （△18.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 389.42 ―

30年3月期第3四半期 382.72 ―

当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、１株あたり四半期純利益は、
前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 143,273 59,087 40.2

30年3月期 137,162 55,072 39.1

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 57,605百万円 30年3月期 53,597百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 3.75 ― 4.75 8.50

31年3月期 ― 3.75 ―

31年3月期（予想） 23.75 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。平成31年３月期（予想）の１株当たり期末
配当金につきましては、当該株式併合を考慮した金額を記載し、年間配当金は「－」として記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成31年３月期（予
想）の１株当たり期末配当金は4円75銭となり、１株当たり年間配当金は8円50銭となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その
他特記事項」をご覧ください。

3. 平成31年3月期の連結業績予想（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 124,000 4.0 5,500 7.1 6,400 1.5 3,800 △10.8 311.72

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

平成31年３月期の連結業績予想（通期）における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細につきましては、「業績予想
の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 13,469,387 株 30年3月期 13,469,387 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 1,281,055 株 30年3月期 1,279,984 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 12,188,917 株 30年3月期3Q 12,190,459 株

当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、期末発行済株式数、期
末自己株式数及び期中平均株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（１）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。

（２）平成30年６月28日開催の第93回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成30年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１
株の割合をもって株式併合を実施しております。なお、株式併合考慮前に換算した平成31年３月期の配当予想および連結業績予想は以下のとおりとなります。

　１．平成31年３月期の配当予想

　　１株当たり配当金

　　　第２四半期末　3円75銭

　　　期末　　　　　　 4円75銭

　２．平成31年３月期の連結業績予想

　　１株当たり当期純利益

　　　第２四半期末（累計） 　54円14銭

　　　期末　　　　　　　　　　　 62円34銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が着実に改善するなか、設備投資も増加傾向が続

いており、また、個人消費も雇用・所得環境の改善を背景に堅調に推移しましたため、景気は引き続き緩やかな

回復を続ける状況となりました。

当第３四半期連結累計期間における清涼飲料業界の状況につきましては、西日本地区を中心とした豪雨の影響

や北海道胆振地区における震災等の影響はありましたものの、４月から５月にかけて天候に恵まれたこと、また、

例年より早い梅雨明けや記録的な猛暑の影響により、清涼飲料業界全体では前年を上回る結果となりました。

カテゴリー別でみますと猛暑の影響等により炭酸飲料、日本茶およびスポーツドリンクにつきましては好調に

推移し前年を上回る結果となりました。またコーヒー飲料につきましては通常缶およびリシール缶（ボトル缶）

が前年を下回りましたものの、ペットボトルが好調に推移しましたため、前年並みの結果となりました。

食品缶詰業界につきましては、水産缶詰では、カニやイカ等の原料不足の影響はありましたものの、サバおよ

びイワシ等の販売が好調に推移しましたため、前年を上回る結果となりました。農産缶詰につきましては、前年

並みに推移しましたので、食品缶詰業界全体では、前年を上回る結果となりました。

　 〔容器事業〕

　 （メタル缶）

　 ①飲料缶・食品缶

飲料用スチール空缶につきましては、主力の缶コーヒーが、業界の動向と同様に依然として減少傾向に歯止め

がかからず、前年を下回る結果となりました。

食品缶詰用空缶につきましては、水産缶詰では一部原料不足の影響はありましたものの、サバおよびイワシ等

の販売が好調に推移しましたため、前年を上回る結果となりました。また、農産缶詰につきましては前年並みに

推移しましたため、食品缶詰用空缶全体では、前年を上回る結果となりました。

　 ②その他

エアゾール用空缶につきましては、主力の殺虫剤や燃料ボンベ缶等が好調に推移しましたため、前年を上回る

結果となりました。

また、美術缶につきましても、菓子缶や海苔缶等のギフト関連製品が好調に推移しましたため、前年を上回る

結果となりました。

　 （プラスチック容器）

　 ①飲料用ペットボトル

飲料用ペットボトルにつきましては、お客様による内製化拡大の影響により前年を下回る結果となりましたも

のの、無菌充填用プリフォーム（ボトル成型前の中間製品）につきましては、積極的な営業活動を展開したこと、

また記録的な猛暑の影響等により、前年を上回る結果となりましたため、プリフォームを含む飲料用ペットボト

ル全体では、前年を上回る結果となりました。

　 ②食品用ペットボトル

食品用ペットボトルにつきましては、贈答用商品の販売が減少したものの、新規開発したリサイクル可能なPET

素材の二重構造バリアボトルの販売が好調に推移しましたため、前年を上回る結果となりました。

　 ③その他

一般成形品につきましては、化粧品用およびトイレタリー製品の新規受注等の寄与により前年を上回る結果と

なりました。また、バッグインボックスにつきましても前年を上回る結果となりましたため、一般成形品全体で

は前年を上回る結果となりました。

以上の結果、容器事業全体の売上高は31,993百万円（前年同期比4.1％増）と増加となりましたものの、原材料

価格およびエネルギーコストの高騰の影響もありましたため、営業利益は291百万円（前年同期比72.6％減）とな

りました。
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　 〔充填事業〕

　 （缶製品）

缶製品につきましては、コーヒー飲料がペットボトルにシフトしたこと等により前年を下回る結果となりまし

た。

　 （ペットボトル製品）

ペットボトル製品につきましては、大型ペットボトルはミネラルウォーターの受注が好調に推移したこと等に

より前年を上回る結果となりました。また、小型ペットボトルにつきましても、アセプティック（無菌充填）生

産ラインの一部リニューアル工事が完了し生産を開始したこと等により前年を上回る結果となりましたため、ペ

ットボトル製品全体では前年を大幅に上回る結果となりました。

以上の結果、乳製品受託製造販売を営むくじらい乳業株式会社を加えた充填事業全体の売上高は59,797百万円

（前年同期比10.1％増）となり、営業利益は6,465百万円（前年同期比29.4％増）となりました。

　 〔機械製作事業〕

機械製作事業につきましては、リチウム電池製造設備の受注は増加したものの自動車部品生産設備等の大型案

件の受注が減少しましたため、機械製作事業全体の売上高は1,883百万円（前年同期比6.4％減）となりましたが、

消耗金型製作等の受注が好調に推移しましたため、営業利益は240百万円（前年同期比152.1％増）となりまし

た。

　 〔その他〕

インドネシアにおいて、容器（ペットボトル）製造から内容物の充填までを一貫しておこなうPT.HOKKAN

INDONESIA（ホッカン・インドネシア社）では、主要なお客様の販売が好調に推移しましたため、前年を上回る結

果となりました。また、当第３四半期連結会計期間において、同国にPT.HOKKAN DELTAPACK INDUSTRI（ホッカ

ン・デルタパック・インダストリ社）を設立し、連結の範囲に含めております。

ベトナムにおいて清涼飲料の受託充填事業を営んでおりますNIHON CANPACK(VIETNAM)CO.,LTD.（日本キャンパ

ック・ベトナム社）は、新たなお客様との取引開始により、前年を上回る結果となりました。

なお、化粧品等製造販売を営む株式会社コスメサイエンスは、新たなお客様との取引開始により、前年を上回

る結果となりました。

以上の結果、工場内の運搬作業等を行っております株式会社ワーク・サービスを加えたその他全体の売上高は

5,113百万円（前年同期比17.2％増）となり、営業利益は312百万円（前年同期は営業損失28百万円）となりまし

た。

　

以上により、当第３四半期連結累計期間における売上高は98,788百万円（前年同期比8.1％増）、営業利益は

6,287百万円（前年同期比18.7％増）、経常利益は6,812百万円（前年同期比8.3％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は4,746百万円（前年同期比1.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は143,273百万円（前連結会計年度末は137,162百万円）と

なり6,110百万円の増加となりました。これは投資有価証券の減少（21,886百万円から21,526百万円へ359百万円

の減）及び流動資産の「その他」に含まれております未収入金が減少（2,232百万円から1,917百万円へ314百万円

の減）したものの、有形固定資産が増加（66,488百万円から70,235百万円へ3,746百万円の増）したことに加え、

受取手形及び売掛金並びに電子記録債権が増加（31,351百万円から33,208百万円へ1,857百万円の増）したほか、

たな卸資産が増加（9,543百万円から10,881百万円へ1,337百万円の増）したことが主な要因であります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は84,185百万円（前連結会計年度末は82,089百万円）となり

2,095百万円の増加となりました。これは賞与引当金が減少（906百万円から394百万円へ511百万円の減）したも

のの、買掛金の増加（19,961百万円から21,017百万円へ1,055百万円の増）、借入金の増加（43,097百万円から

43,771百万円へ674百万円の増）、流動負債の「その他」に含まれております未払消費税等の増加（165百万円か

ら675百万円へ510百万円の増）及び未払法人税等が増加（840百万円から1,162百万円へ321百万円の増）したこと

が主な要因であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は59,087百万円（前連結会計年度末は55,072百万円）とな

り4,014百万円の増加となりました。これはその他有価証券評価差額金が減少（6,121百万円から5,824百万円へ

296百万円の減）したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益4,746百万円を計上したことが主な要因であり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の業績予想につきましては、平成30年５月11日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,329 955

受取手形及び売掛金 28,117 28,413

電子記録債権 3,233 4,794

商品及び製品 4,380 4,659

仕掛品 2,226 3,173

原材料及び貯蔵品 2,936 3,047

その他 2,937 2,759

貸倒引当金 △25 △23

流動資産合計 45,136 47,780

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 22,607 24,360

機械装置及び運搬具（純額） 18,461 22,887

土地 15,883 16,318

リース資産（純額） 5,185 4,811

建設仮勘定 3,661 1,043

その他（純額） 688 814

有形固定資産合計 66,488 70,235

無形固定資産 929 1,104

投資その他の資産

投資有価証券 21,886 21,526

長期貸付金 634 500

繰延税金資産 64 24

退職給付に係る資産 410 423

その他 1,791 1,734

貸倒引当金 △179 △57

投資その他の資産合計 24,607 24,152

固定資産合計 92,026 95,492

資産合計 137,162 143,273
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 19,961 21,017

短期借入金 14,600 18,137

リース債務 738 765

未払法人税等 840 1,162

賞与引当金 906 394

その他 8,258 9,256

流動負債合計 45,305 50,734

固定負債

長期借入金 28,497 25,633

リース債務 3,629 3,397

繰延税金負債 858 947

退職給付に係る負債 3,050 3,081

その他 747 391

固定負債合計 36,783 33,451

負債合計 82,089 84,185

純資産の部

株主資本

資本金 11,086 11,086

資本剰余金 11,070 11,070

利益剰余金 28,157 32,386

自己株式 △1,956 △1,958

株主資本合計 48,357 52,583

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,121 5,824

繰延ヘッジ損益 1 △1

為替換算調整勘定 △247 △294

退職給付に係る調整累計額 △634 △507

その他の包括利益累計額合計 5,240 5,021

非支配株主持分 1,475 1,482

純資産合計 55,072 59,087

負債純資産合計 137,162 143,273
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 91,426 98,788

売上原価 75,925 81,710

売上総利益 15,501 17,078

販売費及び一般管理費 10,206 10,790

営業利益 5,294 6,287

営業外収益

受取利息 20 22

受取配当金 201 211

持分法による投資利益 374 218

受取賃貸料 84 80

受取保険金 380 163

その他 294 146

営業外収益合計 1,355 842

営業外費用

支払利息 202 182

弔慰金 60 30

その他 99 105

営業外費用合計 361 317

経常利益 6,288 6,812

特別利益

固定資産売却益 8 0

投資有価証券売却益 285 234

資産除去債務戻入益 121 -

その他 2 -

特別利益合計 418 235

特別損失

固定資産除却損 244 358

投資有価証券評価損 43 -

経営統合関連費用 5 -

その他 6 -

特別損失合計 299 358

税金等調整前四半期純利益 6,407 6,689

法人税、住民税及び事業税 1,504 1,777

法人税等調整額 265 137

法人税等合計 1,769 1,914

四半期純利益 4,637 4,774

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△27 28

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,665 4,746
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 4,637 4,774

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 869 △153

繰延ヘッジ損益 6 2

為替換算調整勘定 △56 △69

退職給付に係る調整額 166 133

持分法適用会社に対する持分相当額 165 △152

その他の包括利益合計 1,152 △239

四半期包括利益 5,789 4,535

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,832 4,528

非支配株主に係る四半期包括利益 △42 6
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（子会社の設立及び重要な事業の譲受）

当社は、平成30年10月30日開催の取締役会において、インドネシア共和国に子会社を設立し、当該子会社が

PT.DELTAPACK INDUSTRIグループ会社７社より、飲料用パッケージ製造事業等を譲り受けることを決議し、同

社との間で事業譲受に関する基本契約を締結いたしました。また、平成31年２月４日に当該子会社への増資を

実施いたしました。

当該子会社の設立後は、同国における飲料用パッケージ製造業者であるPT.DELTAPACK INDUSTRIから当該子

会社に対する資本参加を受け、当該子会社は当社及びPT.DELTAPACK INDUSTRIによる合弁会社となる予定であ

ります。また、当該子会社は、PT.DELTAPACK INDUSTRIグループより、同社グループが現在インドネシア共和

国で行っている事業を譲り受け、実質的にPT.DELTAPACK INDUSTRIグループの事業を引き継ぐ予定でありま

す。

１．本件の目的

東南アジア最大の人口を誇るインドネシア共和国においては、今後も旺盛な飲料消費が見込まれます。当

社は、インドネシア市場を当社グループ海外事業拡大における重要市場として位置付け、様々な検討を行っ

て参りましたが、平成30年10月30日に現地の有力な飲料用パッケージ製造業者であるPT.DELTAPACK

INDUSTRIとの間で、当社及びPT.DELTAPACK INDUSTRIの合弁会社である当該子会社がPT.DELTAPACK INDUSTRI

グループの事業を引き継ぐことで、合意いたしました。これにより、インドネシア市場における当社グルー

プのプレゼンスを高めて参ります。

２．本件取引の概要

本件取引は、当社が当該子会社を設立し、PT.DELTAPACK INDUSTRIグループの飲料用パッケージ製造事業

等を譲り受ける取引であります。譲渡資産には、土地、工場建物、製造設備、在庫及び商標等が含まれま

す。資産譲渡価額は、クロージング前に別途合意される在庫金額を除き、1,262,000百万インドネシアルピ

ア（予定）になります。資産譲渡契約に定められる前提条件を充足したうえで本件取引を実行します。

３．設立する会社の名称、事業内容及び規模

名称 PT.HOKKAN DELTAPACK INDUSTRI

所在地 インドネシア共和国 ジャカルタ首都特別州

代表者の役職・氏名 President Director：Johannes Zaminda Jali

事業内容 飲料用パッケージ製造等

資本金 　設立時 10,000百万インドネシアルピア

　増資後 1,262,000百万インドネシアルピア（予定）

大株主及び持株比率 　設立時 ホッカンホールディングス株式会社：100％

　増資後 ホッカンホールディングス株式会社：80％（予定）

　 PT.DELTAPACK INDUSTRI：20％（〃）

事業開始日 平成31年４月（予定）

４．設立の時期

平成30年11月16日
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５．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

取得株式数 　設立時 10,000株

　増資後 1,009,600株

取得価額 　設立時 10,000百万インドネシアルピア

　増資後 1,009,600百万インドネシアルピア

取得後の持分比率 　設立時 ホッカンホールディングス株式会社：100％

　増資後 ホッカンホールディングス株式会社：80％（予定）

　 PT.DELTAPACK INDUSTRI：20％（〃）

６．譲り受ける相手会社の名称

PT.DELTAPACK INDUSTRIグループは７社に亘りますが、中核となるPT.DELTAPACK INDUSTRIについて記載いた

します。

名称 PT.DELTAPACK INDUSTRI

所在地 インドネシア共和国 ブカシ県南チカラン

代表者の役職・氏名 President Director：Johannes Zaminda Jali

事業内容 飲料用パッケージ製造等

資本金 95,663百万インドネシアルピア

設立年月日 平成13年４月11日

大株主及び持株比率 Amir Kosasih：46.05％

Johannes Zaminda Jali：40％

７．譲り受ける事業の内容

飲料用パッケージ製造等

８．譲り受ける資産・負債

（資産）

　①有形固定資産

　 土地、建物、機械装置等

　②無形固定資産

　 商標等

（負債）

　 該当事項はありません。

９．譲り受け価額

1,262,000百万インドネシアルピア（予定）

クロージング前に別途合意される在庫金額を除く

10．譲受の時期

平成31年４月（予定）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
容器
事業

充填
事業

機械製作

事業
計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 30,733 54,318 2,012 87,064 4,362 91,426 ― 91,426

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

4,188 ― 1,794 5,982 1,182 7,165 △7,165 ―

計 34,921 54,318 3,806 93,047 5,545 98,592 △7,165 91,426

セグメント利益又は損失（△） 1,062 4,996 95 6,154 △28 6,126 △831 5,294

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、工場内運搬作

業等の請負事業及び化粧品等製造販売事業であります。

　２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△831百万円には、セグメント間取引消去157百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△988百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない持株会社の一般管理費であります。

　３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
容器
事業

充填
事業

機械製作

事業
計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 31,993 59,797 1,883 93,674 5,113 98,788 ― 98,788

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

4,548 ― 2,668 7,217 1,225 8,443 △8,443 ―

計 36,542 59,797 4,551 100,892 6,339 107,231 △8,443 98,788

セグメント利益 291 6,465 240 6,997 312 7,309 △1,022 6,287

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、工場内運搬作

業等の請負事業及び化粧品等製造販売事業であります。

　２ セグメント利益の調整額△1,022百万円には、セグメント間取引消去151百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,173百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社の一般管理費であります。

　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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